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学 習 コ ン テ ン ツ の ネ ッ ト公 開 に お け る権利関係

一 H 中韓 の 比 較 検 討 を 通 して
一

　　　 　　　 児 玉 　晴男

独 立 行 政法 人 メデ ィ ア 教 育開発 セ ン タ
ー

／

　 国立大 学法人 総合研 究大学 院大学

　あ らま し　 学 習 コ ン テ ン ツ の ネ ッ ト公 開 は 、 東 ア ジ ア に お い て も展 開を 見 せ て

い る 。こ こ で 考 慮 され な け れ ばな ら な い こ と は 、学習 コ ン テ ン ツ の 創 造、保 護お

よ び 活 用 に 関す る著作者 の 権 利 と eopyright との 関係 で あ る 。 そ の 関係 と は 、学習

コ ン テ ン ツ の ネ ッ ト公 開 にお け る 権 利 の 帰 属 を明確 に す る こ と に あ る。本稿 は 、

日 本 、中華 入 民 共 和 国 、大 韓 民 国 の 著 作権制 度 と の 比 較 検 討 か ら 、学 習 コ ン テ ン

ツ の ネ ッ ト公 開に お け る 大学、大学教 員お よ び 制作者 の 権利 関係 を考察す る。

R 萋ghts　Relation　in　Net −Publication　of 　Learning 　Obj．ects

　　　　　
− − Through 　the　Comparative 　Study　of 　Japan，

　　　　　　　　　the　Peoplels　Repub 】ic　of 　China

　　　　　　　　　 and 　the　R．epublic 　ofKorea
一

　 　 　 　 　 　 HARUO 　 KODAMA

Nationai　Institute　 of 　Multimedia 　Educationf

The 　Graduate 　University 　for　Advanccd 　Studies

　Abs 重rsct 　Net −publication　of 置carning 　objects 　is　a 星so 　expanding 　at　East　As 置a ．　So　jt
is　 important 　to　consider 　 a　 relation 　betwoen　author

’

s　rights 　 and 　copyrights 　 about

creation ，　 protection 　and 　 utilization 　 of 　 learning　 objeets ．　 The 　 relation 　 is　 to　 make

ownership 　of 　the 　rights 　about 　net −publiGation　of 　Ieaming 　contents 　clear ．　This 　paper

considers 　a　relation 　of 　the 　rights 　between　a　unlversity
，
　a　professor 　and 　a　producer

about 　 net −publication 　of 　 learning 　objects 　 from 　comparative 　study 　with 　Law 　on

Copyrights 　 and 　 Related　Rights　 im　Japan ，　 the　People
’

s　 Republic　 of 　China 　and 　 the

RepuMic 　ofKorea ．

1．は じ め に

　 e−Learning 環 境 と著 作権制 度 の 関係 は 、

学 習 コ ン テ ン ツ の 流通
・
利 用 が コ ン テ ン ツ

と情報 シ ス テ ム と が 一体化 した 形 態 と し て

想 定 で き る 。 著 作権 法 に お け る コ ン テ ン ツ

と 情報 シ ス テ ム と の
一

体化 の 意味 は 、 著作

物 と著 作物 を伝 達 （送 信 ） す る行 為 と が 融

合 し た も の に他 な らな い 。そ れ は 、 情報 ま

た は情報 通 信の 本来 の 意 味す る も の で あ り、

著 作 権 法 で 保護 す る 対 象 に適合 す る 。 こ の

とき 、学 習 コ ン テ ン ツ の 流通
・利 用 に お け

る権利 管 理 の 面 か ら 、学 習 コ ン テ ン ツ に 関

す る権利 の 帰 属 が 明 確 に な っ て い な けれ ば

な らな い 。

　 こ の よ うな e −Learning 環 境 の 権利 管 理
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に お い て 問 題 に な る の は 、 著 作 権 が

eopyright に 英訳 され る と し て も、そ の 関

係 が そ の ま ま
・
対

．一・
に対 応 づ け られ る わ け

で は な い こ と で あ る 。 著作 権 と copyrjght

と の 合理 的 な 関係 は 、著 作権 が 薯作 者 の 経

済 的 権 利 （econom 丘c　 right ） と し て の

copyright と単 純 に 置 き換 え られ え な い こ

と を 意 味 し て い る
1

。 す な わ ち 、著 作 権 と

copyright と の 合 理 的 な 関係 は 、　 i著作 者 の

人格一的権 利 （moraE 　 right ） を 含 め た 著作権

制 度 の 全 体 包 括的 な 比 較 対 照 を通 し て 検 討

され な け れ ば な らな い u そ の 検 討 は 、著 作

権 を じopyright と英 訳す る 揚合 だ け で な く、

漢 字表 記 され る 東ア ジ ア に お け る著作権 に

つ い て も い え る こ と で あ る
2
。す な わ ち 、

漢 字 圏 の 日本 、中華人 民 共 和 国 、大 韓 民国

に お い て 、 著 作 権 の 法 理 は 狭 義 （漢 字 表

記） に お い て も同
一

で は な い
。

　 本 稿 は 、 日本 ・中華 人 民＃ 和 国 ・大韓 民

国 に お け る 著作 権 （copyright ） の 搆 造 の

分 析
3
を も と に 、 日本 ・中 華人 民 共 和 国 ・

大韓 民 国 の 学 習 コ ン テ ン ツ の 権利 の 大 学 、

大 学 教 員 、 制 作者 に お け る権利 の 帰属 の 関

係 に 関 し て 、各 国 の 著 作権 制 度 の 比 較法研

究 か ら検討 す る
4

．

1
著 作権 と c ｛Dpyrlght は 日英 の 翻 訳 関 係 で あ る 。
な お 、福 沢諭 吉 は 、copyright を版権 と 訳 して い

る 。 こ こ に 、版 権 と 著 作 権 は 、copyright が と も

に 翻 訳 語 と な る 。た だ し 、わ が 国 の 現 行 著 作 権 法

に お い て 、版 権 は 法 律 用 語 と し て は 使 用 し え な い 。
と こ ろ が 、中華 人 民共 和国 で は 、法 律 用 語 と して

「著作権 1 と 「版権 」 は 同 義 語 で あ る （中華 人 民

共 和 国 著 作 権 法 56 条）。
沖 華 人 民 共 和 国 著 作 権 法 は 、著作権 に 入 格的権

利 と経 済 的 権 利 が 含 ま れ る （中華入 民 共 和 国 著 作

権法 10 条 ）。ま た 、大韓 民 国 著 作 権 法 は、わ が

国 の 著 作 権 法 と 同 様 に 、著 作 者 の 権利 が 人 格 的権

利 と経 済的権利 か ら構成 され る。
3
児 玉 晴 男 、　「N 中 韓 と 日米 欧 に お け る 著作権

（copyright ）の 構 造 論 」 、 『紋谷暢男教授古稀 記

念論 文 集一知 的 財 産 権 法 と競 争 法 の 現 代 的 展 開
一』 、633〜648 頁 〔発 明 協 会 、
2006 年 8 月 〉。
4
児 玉 晴 男 、　「東 ア ジ ア に お け る e −Learning と 著

作 権 に 関 す る 比 較 法 研 究 」 、　『2006 年 度 大 ∫目情

2． e −Learning 政策 と学習 コ ン テ ン ツ の

　権 利 の 関係 に 関す る 課 題

　 e−Learning に お い て コ ン テ ン ツ 産業 の

振 興 の 観 点 か らは ビ ジネ ス モ デル の 構 築

が うたわ れ る
一

方 、 e −Learning の 推 進 の

た め の 権利 処 理 の あ り方 に つ い て の 検討

を促 し て い る
5
。 こ こ に は 、学習 ロ ン テ ン

ツ にお い て も、保 護 と利 用 、す な わ ち権利

保 護 規 定 と権利 制 限 規 定 に お い て 、著 作権

制 度 の 国際 比 較 が 要請 され る 。

　 こ こ で 、 日本 ・中華人 民 共 和 国 ・大 韓 民

国 の 著 作権 制 度 を英 語 の 文 献 で 比 較調 査 し

て い く と きに は 、そ こ に 差異 が 顕 在化 しな

い こ と も あ りえ よ う。 た だ し、 こ こ で 忘 れ

て は な ら な い こ と は
、 東 ア ジ ア の 目本 ・中

華人 民 共 和 国 ・大 韓 民 国が 漢 字 圏 で ある と

い え る こ と で ある 。法 を英 訳す る と Iaw に

な り、正aw は 「真理 を追 求 す る 」 と い う意

味 を もつ 。 と こ ろ が 、法（旧漢 字 ）は 、　「．．

角 獣 （空 想 上 の 動 物 ） が真 っ 直 ぐ で な い 物

を そ の 角で 除 い て 水 面 の よ うに平 ら に し て

公 平 を保 つ 」
6
と い う意 味 を も つ 。 こ の 法

（旧 漢字 ）の 意味 の 説 明 は 、 中華 人 民共 和 国

の 大学 の 法 学院 （法 学部 ） 1 年 生 の 法 理 学

の 講義 で 最初 に な され る と い う。 ま た 、 日

本 ・中華 人 民共 和 国 ・大韓 民 国 で 著作 権等

の 経 済的 権 利 を 英 語 表 記 す る と、同 じ く

copyright に な り共 通 の 意 味 と な る 。 し か

し、漢 字 表記 の 場 合は 、漢 字 の 構成 上 の 違

い に よ り 、意 味 が 異 な る こ と が 生 じ うる
7n

　 わが 国 で は 、IT を活 用 し た教 育 の 推進

報通信基金研 究助成 研 究 報 告 書 』　（20｛｝7 年 10
月 ） 。
5
知 的財 産戦略本部、　『知的財 産 推進 計 画 2008 一

世 界 を 睨 ん だ 知 財 戦 略 の 強 化一』、86 頁 、90〜

91 頁 （2008 年 6 屓 18 日 ）。大韓 民 国 で は 、
「e ラ

ー
ニ ン グ 産 業 発 展 法 」 が 施 行 され て い る m

6
法 〔旧 漢字 〕の 意 味 は 、山 東 大 学 法 学院 の 肖金 明

教授 に 伺 っ た 。
7
著 作 者 の 権 利 は 、薯 作 人 格 権 と 著作 財 産 権 と 漢

宇 表記 さ れ る （大韓 民 国 著作権 法 10 条 ） 。
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を 政 策 目標 に 掲 げ
9
、ICT を活 用 し た 大 学

教員 の 教 育力 向 ．辷 ・教材 開発 や 国 内外 の 学

習 コ ン テ ン ツ の 情 報収集 ・発 信 を支援す る

と し て い る
9

。 ま た 、 N 本 ・大 韓 民 国 ・中

華 人 民 共 和国 の 閲 で は 、同
一

の 意 味 を持 つ

漢 字 5000 字 を選 択 す る研 究 が 進 行 し て お

り、 口 本 ・大 韓 民 国 ・中華人 民 共 和 国 の オ

ー
プ ン ソ ー

ス （open 　source ） の 閙題 、質

の 高 い コ ン テ ン ツ の 多様性 、著作 権 の 範囲

を ど こ ま で に す る か な ど の 調 整 が 今後 の

e −Learning の 活 性 化 の 鍵 を握 っ て い る と い

う施 策 が あ る
10
。

3． 日 本 ・中華 人 民 共 和 国 ・大 韓 民 国 に

　 お け る学 習 コ ン テ ン ツ の 権利 の 関 係

　 マ サ チ ュ
ーセ ッ ツ 匸科大 学 （M ］T ） の オ

ー
プ ン コ ー

ス ウェ ア （OpenCourceWare ：

OCW ） プ ロ ジ ェ ク ト
ll

が 、学 習 コ ン テ ン

ツ の ネ ッ ト公 開 に お け る世 界的 な 展 開 と し

て あ る。 こ の 学 習 コ ン テ ン ツ （OCW ） は

オ
ー

プ ン コ ン テ ン ツ で あ る が 、OCW を ネ

ッ ト公 開 す る に あ た っ て 、著作権 処理 が 困

難 な 課 題 と し て あげ られ て い る
L2
． こ こ に 、

オ
ープ ン コ ン テ ン ツ に お い て も、大学 と大

学 教員 お よ び 制作者 と の 間 の 権 利 の 関係 が

明確 に され る 必 要 が あ ろ う。

　学習 コ ン テ ン ツ に 関す る 権利 の 関係 は 、

著作 物 の 創作に 留 ま る も の で は な く、著作

物 を 伝 達す る行 為 に 及 ぶ
13
。 さ らに 、学習

コ ン テ ン ツ は 、ネ ッ トで 公 表 ・出版 （発

81T
戦 略 本 部 、 「H

．
政策 ロ

ー
ドマ ソ ブ 」 （2008 年

6 月 11 日 ）21 頁。
9

『教 育振 興 基 本計画』　（2008 年 7 月 1 日 ）、
29 頁 。
10
朝 鮮 日 報 、　 「韓

・
巾 ・日 ・台 湾

・・
漢 字 統

一”
国

際漢字会議一常 用 標準 5000 余字 を 作 る こ とに 」

（2007 年 H 月 3 日 ） “
11http

：〃oew ．mit ．edu ／OcwWcbfweblhome ／home ！i
ndex ，htm
’2

　Fa・naz 　II・gh ・ et ・．　
““Mll ’

　OpenCo 。 rceWa ，c 、 A
New 　Medel 　for　Open 　ShaTing ”，　NIME
Internutional 　Symposium 　2004 （e

−Learning 　in
Higher 　E 〔lucation ：Conditions 　for　Success ），
pp ．正25 −131 （2004 ）．
13

日本 著 作 権法 1 条。

行） され る対 象 に な る
14
。 したが っ て 、学

習 コ ン テ ン ツ の 権利 の 関係 は 、学 習 コ ン テ

ン ツ 自体 だ け を検討 すれ ばす べ て が 完 了 す

る わ け で は な く、学習 コ ン テ ン ツ の 伝 達 や

制 作 に 関 し て 生 じ る 権 利 の 関係 の 検討 も加

え る 必 要 が あ る
15
。

　 な お 、 わ が 国 の 知 的財産 政策 に お い て 、

コ モ ン ズ の 自主 的 な取 紺 み を促 進 す る こ と

が うた わ れ て い る
16
。 こ こ で 、想 定 し て い

る の が （Creative　Commons ）
⊥7

で あ る 。

そ して 、MIT 　OCW の 権利 の 関係 は 、ク リ

エ イ テ ィ ブ ・
コ モ ン ズ の 契約 条 項 に よ る。

そ し て 、
MIT 　OCW の 使 用条 件 で は 、　 MIT

OCW の 著 作権 の 関係 は MIT と大 学教員 と

の 間 の 単純 な関係 に な る．た だ し 、こ の 関

係 は 、ア メ リカ 連 邦著作権制 度 の 中で の 了

解 事 項 とい え る 、 こ こ で 想 定 され る 問題 は 、

ク リ エ イ テ ィ ブ ・
コ モ ン ズ の 契約条項 が ア

メ リカ 連 邦著 作権 制度 に お け る法解 釈 と 、

各 国 の 著作 権 制度 に お け る法 解釈 と の 間 に

差異 が あ る こ と で あ る。

　 MIT 　 OCW プ ロ ジ ェ ク トが 東 ア ジ ア に 展

開 され る 中で 、以 下 で は 、 口本 ・中華人 民

共 和国 ・大 韓 民 国 にお け る学 習 コ ン テ ン ツ

の 大 学 と大 学教 員 お よ び制 作 者 と の 問 の 権

利 の 関係 の 状 況 と 、そ れ ら権利 の 関係 が 各

国 の 著 作権 制度 と の 合 理 性 か ら検討 を 行 う。

3 ．1　わ が 国 に お け る学 習 コ ン テ ン ツ の権

　 利 の 関係

　わが 国 の 学 習 コ ン テ ン ツ の ネ ッ ト公 開 に

関 し て は 、 日本 オ
ー

プ ン コ ース ウ ェ ア ・コ

ン ソ ー
シ ア ム （Japan　 Opencourseware

】 4
目 本 著作権 法 4 条。

b
日 本著作権法 79 条 、コ ン テ ン ツ の 創 造 、保 護

及 び 活 用 の 促進 に 関す る 法 律 2 条。
16

知 的財 産 戦 略 本 部 、　『知 的 財 産 推 進 計 画

2008 一世 界 を 睨 ん だ 知財 戦 略 の 強 化一』、74 頁

（2008 年 6 月 　18 　目）　卩
17tt ・一一レ ン ス ・レ ッ シ グ、　「自由 な 文 化 に 向 け

て 、ク リ エ イ テ ィ ブ ・コ モ ン ズ 」 、 『デ ィ ジ タ ル

時 代 の 知 的財 産 権 』、9〜30 頁 （NTT 出 版 、
2005 ） 。
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Consortium ： JOCW ）
iS

が 組 織 さ れ x

JOCW もク リ エ イ テ ィ ブ ・コ モ ン ズ の 契 約

条 項 に よ りネ ッ ト公 開 され て い る。そ し て 、

」OCW で も、大学 と コ ー
ス 開 発 の 大 学 教 員

に 著 作 権 の 関 係 を 明 記 す る も の が あ る
IP
。

た と え ば 東 京 大 学 OCW の 使 用 条 件 は 、

MIT 　 OCW の 使 用 条件 の 直 訳 と い え る もの

に な っ て い る 。 す な わ ち 、そ れ は 、 MIT

OCW の 商 用 利 用 に あ っ て 許諾 を 得 な けれ

ば な ら な い 者 と し て 大学 と コ ー
ス 開 発 の 大

学 教 員 とす る条 項 が東京 大 学 OCW の 使 用

条件 に 同様 に 見 られ る こ とに な る。

　 ま た 、 早 稲 田 大学 は 、 JOCW に 参加 し て

い る も の の 、そ の 中で 積 極 的 なオ ープ ン コ

ン テ ン ツ をネ ッ ト公 開 して い る 状況 に あ る

とは い え な い 。 そ れ は 、大 学教員 と大 学 と

の 権利 の 関係 に 関す る認 識 の 差 異 に よ る 問

題 が 影響 し て い る 。 な お 、早稲 田 大学人 間

科 学 部 ［e ス ク ー
ル ］が サ イ バ ー

大 学 と し て

2003 年 に 開学 し て い る 。 こ の 学 習 コ ン テ

ン ツ の 権 利 の 関孫 は 、大 学 教員 と 大学 が 等

し い 性 質 の 権利 を有す る とい う。 なお 、 早

稲 田 大 学 人 間 科 学部 ［e ス ク
ー

ル 1の 学 習 コ

ン テ ン ツ は 、早稲 田 大 学 ラ
ー

ニ ン グス ク ウ

ェ ア 株 式 会社 が 制 作 し配 信 し て い る 。

　 こ の ケ
ー

ス に 類似 す る も の と し て 、金 沢

大 学総 合 メ デ ィ ア 基盤 セ ン タ
ー

（金 沢大 学

ICT 教 育推 進 ） の 学習 コ ン テ ン ツ の 開発 に

関す る も の が あ る 。 そ の 学習 コ ン テ ン ツ の

権 利 の 関係 は 、大 学教 員 （著 作者 ） の 著 作

権 を 大 学 に 譲渡 し 、大 学教 員 （著 作者 ） の

著 作者 人 格権 は 不 行 使 特約 を付 し て い る 。

こ の 権 利 の 関 係 は 理 工 系 の 学術 論 文 と学 協

会 と の 関係 を踏 襲 し て い る 。そ し て 、そ の

学習 コ ン テ ン ツ は 、金 沢 電子 出 版株 式 会社

に よ っ て販 売 され る 対 象 に な る 。

　 ま た 、熊 本 大 学 に お け る サ イ バ ー大 学院

で あ る 熊本 大 学 大学 院社 会 文 化 科 学 研 究 科

Ishttp
：〃www ．jocw．jp！

19http
：〃ocw ．u −tekyo ．ac ．jp／legal−notices ．htm 】

教授 シ ス テ ム 学専攻 で は 、 ま だ 想 定 段 階 の

見解 と し て 、当該 専攻 に お け る 学 習 コ ン テ

ン ツ は 、大 学教員 （著作者 ） の 学 習 コ ン テ

ン ツ （著作物 〉 の 利用 の 許諾 に よ り対 処す

る こ と が 予 定 され て い る。

　 上 記 の 調 査 か ら い え る こ と は 、わ が 国 に

お い て は 、大学 と大学教 員お よ び 制 作 者 と

の 間 の 権利 の 相互 の 関係 は 、

　 1）ク リ エ イ テ ィ ブ ・
コ モ ン ズ の 契 約 条

　 項 に な ら っ た もの

　 2）学 術 論文 の 著 作 権 契 約 に な ら っ た も

　 　 の

　 3）学術 出版 の 出版 契約 に な ら っ た も の

に 分 類 で き よ う 。 2）と 3）は 、学 習 コ ン テ ン

ツ に対 し て ともに copyright 　transfer と し

て 同 じ内 容 を もと うが 、わ が 国 に お い て は

二 分 され る。

　な お 、各 ケ
ー

ス は 、1）、2）、3）を明確 に

分 ける も の で は な く、複 合化 され て 用 い ら

れ て い る と い え る 。た と え ば 、京都大 学 オ

ープ ン コ
ー

ス ウ ェ ア の 学習 コ ン テ ン ツ の ネ

ッ ト公 開 に あ っ て の 著 作権 関連 資料
20

は 、

上記 の 1）、2）、3）を複合化 した 関係 を 想定

して い よ う。

　 わが 国 に お け る権利 の 関 係 が 大 学お よび

！ま た は 大 学教 員 と い う表記 は 、そ の 関係

が 著作権 の 譲渡 、 さ らに 著作権 と著作 隣接

権 と の 関係 な ど、権利 の 関係 の 内容 が
一義

的 に 特 定 し え な い 問題 を 内 包 す る。 し た が

っ て 、権 利 の 関係 が 大学 お よ び 1ま た は 大

学教 員 と い う表記 に は 、 著作権 の 譲 渡 お よ

び 将 来 的 な制 度設 計 の 観 点 も含 め る と 自動

公 衆送 信 の 著 作 隣接 権 へ の 拡 張 か ら の 関係

か ら 、 三 つ の 関係 が想 起 で き る。 こ こ に 、

わ が 国 に お け る 学 習 コ ン テ ン ツ の 大 学 と 大

学教員 との 問 の 権利 の 関係 は 、あ い ま い さ

が 残 り 、 合理 的 な説 明 が な し え な い こ と と

な る。

20http
；t／ocw ．kyoto −

u ・ac ・jP！jp／copyrighttcopyright − index ．htm
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3．2 　 中華 人 民 共 和 国 に お け る学 習 コ ン テ

　 　ン ツ の 権利 の 関 係

　 中 国 開 放 式 教 育 資 源 共 有 協 会
21

は 、

CORE 　 （China 　 Open 　　Resoutces 　 for

Education ）に お い て 、　 MIT 　OCW の 概 要 、

PDF な ど も含 め 全 体 を 中 国 語 に翻 訳 して

い る
22

。 ま た 、中華人 民 共和 国 教 育部 高教

育 司 は 、国 内 の 重 点校 に 対 し て 国 家 が 質 を

評価 し て CORE の ゲ
ー

トを通 し て 各 大 学

の OCW 的 コ ン テ ン ツ （精品 課 程
23
） ヘ リ

ン ク させ る仕組 み を も つ 。 こ の 精品課 程 は 、

各 大 学 が優 れ た 教 科 コ ー
ス を 選 定 して 校級

精 品 課 程 を制 作 し
、 そ の 制 作 され た もの の

中 か ら省 （省級 精 品 課 程 ） 、国 （国 家精 品

課程 ） と い うよ うに段 階的 に 質が 評価 され

て 選 別 され ネ ッ ト公 開 され る仕 組 み を も っ

て い る。 こ こ で 、M 亘TOCW プ ロ ジ ェ ク ト

が 学 習 コ ン テ ン ツ の 素材 をネ ッ ト ワ ー
ク系

電 子 出 版 物 と し て 出版 （publish） す る も

の と位 置づ けれ ば 、精 品課 程 は 学 習 コ ン テ

ン ツ を パ ッ ケ
ージ 系電 子 出版 物 とネ ッ トワ

ー
ク 系 電 子 出版 物 の 両形式 で 出版す る も の

とみ なせ よ う。

　 こ こ で 、 MIT 　OCW の 中 国語 に翻 訳 され

た 学習 コ ン テ ン ツ は 、大学 教 員 と大 学 が 両

方 権 利 を も ち 、ま た 大 学 が 隣接 権者 と して

権利 を有 す る 叮能性 も あ る と され る 。そ し

て 、大学教員 が 制作 し た精 品課 程 に 関 し て

は 大 学教 員 に著 作権 （人 格権 と財 産 権） が

あ り、国 家は 精 品 課 程 を ネ ッ ト公 開 す る に

あ た っ て 利用 権 を 有す る こ とに な る 。 こ こ

で 、精品課 程 に い た るま で に 大 学等 に 限 ら

れ た 範 囲 で ネ ッ ト公 開 され る学 習 コ ン テ ン

ツ は 、MIT 　OCW の 中国 語 に翻 訳 され た 学

習 コ ン テ ン ツ と 同 じ よ うに 、大 学教員 と 大

学 の 両者 が権利 を有す る か 、大 学教員 が 著

作 権者 で 大 学が 隣接権 者 と して 権 利 を有 す

？1　http・〃WWW ．。 ・・e．・・g，・ n ノ・ n ／
22httpl

〃www ．corc ．Drg ．cn ／0cwWeb ／Global ／all一
じ ourSCS ．htm
23http

：〃 www ．corc ．erg ，c11／cn ／jpkc／ind じ x ．html

る も の とな る こ とが 推定 され る 。 こ の 大 学

と大 学教 員 と の 権利 の 関係 は 、中華 人 民 共

和国 著作権法 に お い て 合 理 的 で あ る。

3．3 　大 韓 民 国 に お け る学 習 ⊇ ン テ ン ツ の

　 　権 利 の 関係

　Korea 　University　OpenCourseWare24 は 、

理 ll系 がやや 多 く、現 在 は小 規 模 で あ り、

そ の 資料 は 多 くが 英 語 で 記述 され て い る 。

こ の 学習 コ ン テ ン ツ は 、ク リ エ イ テ ィ ブ ・

コ モ ン ズ の 契約 条項 に 準拠 し て お り、 こ こ

で と く に付記 す る も の は な い
。

　 大 韓 民 国 で は 、 17 校 の サ イ バ ー大 学 が

運 営 され て い る 。 こ の サ イ バ ー 大 学 は 、

MIT 　 OCW と 同 時期 の 2001 年 に 開講 され

て い る。そ の サイ バ ー大 学 の 中で 、学校 法

人の 二 っ の 慶熙 サ イ バ ー
大 学 とサ イバ ー外

国語 大 学（CUFS ）、 コ ン ソ
ー

シ ア ム 型 の 二

つ の オ
ー

プ ン サ イ バ ー大 学 、韓 国サ イ バ ー

大 学 の 学習 コ ン テ ン ツ の 権利 の 関係 は 、基

本 的 に 大 学 に あ る。た だ し
、 学習 コ ン テ ン

ツ の 権利 の 関 係 は 、大学 に あ る と い え る。

こ こ で 、韓 国サイ バ ー大 学（KCU ）は 、学習

コ ン テ ン ツ の 権利 の 関係 を 開発者 で あ る大

学教 員 に も どす こ と を宣 言 し て い る 。 どち

らに し て も 、 大 韓民 国 の 学習 コ ン テ ン ツ の

権利 の 関係 は 、大学 教員 と大 学 の ど ち らか

に分 け られ る傾 向 に あ る
25
、 なお 、学 習 コ

ン テ ン ツ の 制 作者 と の 関係 は 、開発会社 が

社 内 にお い て 学習 コ ン テ ン ツ を利 用 す る 限

り に お い て 無 料 とい う関係 に あ る。 こ こ に

は 、学習 コ ン テ ン ツ に 関 し て 、著 作権 （著
：

作 物 ）の 利 用 権 制 度 が想 定 で き 、学習 コ ン

テ ン ツ の 制 作者 と の 関係 は産 業財 産 権に お

け る通 常 実施権 に相 当す る もの と い え よ う。

　大 韓 民国 で は 、大学 と大 学教 員 と の 権利

の 関係 は 、わが 国 と異 な り 大学 と 大 学 教 員

24http
：〃oew ．korea ．edu 〆

25
朴英 元 、児 玉 晴 男 、尹 吉 秀 、　「韓 国 の サ イ バ ー

大 学 の e −Learning の 現状 と 産 ・学 ・
官 連 携一コ

ン テ ン ツ の 国 際協力 の 視 点 か ら一
」 、 『2007 年

度 情 報 通 信学会 年 報 』、15〜29 頁 〔2008 ） 。
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と に 二 分 され る 。
こ の こ とか ら、大 学 と大

学 教 員 と の 明 確 な 権 利 の 関係 を見 い だ せ な

い 面 が あ る の で 、か え っ て大 韓民 国 著作権

法 に お い て 合 理 的 な 説 明 は 可 能 に な っ て い

る。

　 E 記 の 卩本 ・中華 人 民 共 和 国 ・大韓 民 国

に お ける 学習 コ ン テ ン ツ の 権利 の 帰属 の 関

係 に お い て は 、大学 と大 学教 員 と の 権利 の

関係 を明 確 に し て 、そ の うえで 学習 コ ン テ

ン ツ の 創 作 お よ び 学 習 コ ン テ ン ツ の 伝 達

（送 信 ） ・制 作 の 権 利 の 関係 を見 い だす 必

要 が あ る。

4 ． 日 本 ・中 華 人 民 共 和 国 ・大 韓 民 国 に

　お け る著作 権制度 の 権 利 の 構 造

　 わ が 国 の 著作 者 の 権利 は 、 著作者 の 人 格

的権 利 で あ る 著作 者 入 格 権 （公 表 権 、 氏 名

表 示 権 、同
…性 保 持 権 ）

26
と 著作者 の 経 済

的 権 利 と し て の 著 作 権 （支分 権 の 東 ） か ら

構 成 され る 。 し た が っ て
、 後 に考 察 す る よ

うに 、権 利 管理 に お い て 、著作権 （著作 者

の 経 済 的権利 ） と著作者 人 格権 （著 作者 の

人 格 的権 利 ） と の 相 互 の 関係 が 明 確 化 され

な けれ ば な らない 。 こ こ で 、著作権の 支 分

権は 、 た と え ば 著 作 物 （学習 コ ン テ ン ツ ）

の 波 動 的 に移 動 し て い くか 粒 子 的 に 伝 播 し

て い くか の と ら え 方 （図 1） 、す な わ ち

author
’
s　right ア プ ロ

ー
チ お よ び copyrlght

ア プ ロ ーチ の 中間 的 な視 座 で 解釈 し え よ う 。

　な お 、わ が 国 の 著 作権制 度に お い て 、著

作物 を伝 達す る 行 為 で あ る著 作隣接 権 の 要

件 は 、有 形 的媒 体 へ の 固 定 と同 じ意 味 を有

26
中華 人 民 共 和 国 著作権 法 で は 、公 表 権 は 、人 格

的権 利 の 性 質 と経 済 的 権 利 の 性 質 の 両 方 を 有 す る

特 殊 な 権利 と し て 取 り扱 わ れ て い る （知的財 産 研

究 所 編 、 『中 国 知 的 財 産 保 護 の 新 展 開 』 、135 頁

〔雄 松 堂 、2003 ））。ま た 、同
一

性保持権 は 著

作 物 の 改 変 の 善 し 悪 し の 判 断 が 伴 うが 、申 華 人 民

共和 国 で は そ の 両 者 に 関 し て 規 定 す る （知 的 財 産

研 究 所 編 、 『中 国 知 的 財 産 保 護 の 新 展 開 』 、142
− 146 頁　（雄松 堂、　20 〔｝3 ）　）　。　前者

L

カミ改 変 権

（中 華 人 民 共 和 国 著 作権 法 9 条 1 項 3） で あ り、
後 者 が 同

一
性 保 持 権 （同法 9 条 1 項 4 ） に な る e

し て い る。 した が っ て 、 著作物 の 伝 達 に お

け る 中 閥 的 な視 座 と は 、著作権 制度 の 枠 内

で は 、粒 子 的 な伝 達 と波動 的 な伝 達 の 二 重

性 で 理 解す べ き も の とな ろ う （図 2 参照 ）。

著作物が 伝達する二 つ の 形 態

・ 波 動 的 な とらえ方 （authoF
’
s　right アプ ローチ ）

　 　 馴醐囎 聯 糶 il 。　，，
　　

垂聯 噸 編 1

　 1meil　 ＿糶 総黷：慧：欝

・粒 子 的 なとらえ 方 （copyright ア プ ローチ）

至豆霾籍 苺．豊

図 】　 著作物 （複製物） の 伝達 の 態 様

　 　 　著作 物が伝 達する形 態

（著作権 の 支 分 権と著 作 隣 接 権 との 整 合 ）

。 著 作 物 と著 作 物 を伝 達す る 行 為 との 融合

した とらえ方

艦
韈
鞍

孅
睾

糶

讖　
　匸
雛礁轟簿

（波動 的 なとらえ方 と粒 子 的な とらえ方との

　 　 　 　 　 二 蓮 性 ）

図 2　著作 物 （複 製物 ） と著 作 物 を伝 達

　　 　 す る行 為 の 連携 し た態様

　 日本 、中華人 民 共 和国 、大 韓 民 国 の 著 作

権 制 度 を英訳 され た も の で 理 解す る とき 、

今 まで 指摘 し て き た 著作権 と copyright の

課 題 と と もに 、漢 字 表記 され た 意 味 の 差 異

に つ い て も相互 の 整 合性 を は か る必 要 が あ

る 。 こ こ で 、 日本 、中華 人 民 共 和 国 、大 韓

民 国 の 著 作権 （経 済 的権利 の 支 分 権 ） の 特

色 は 、著 作権 の 財 産 権 の 支 分権 に発行 権 を

置 い て い る こ と で あ る
27
。発 行 権 は 、わ が

27
中 華 人 民 共 和 国著作権 法 重0 条 1 項 6 号。
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国 に お け る 複 製 権 の
一
形 態 で あ る 出版 me　28

と類似 の 性 質 を 有す る権 利 とい える。 な お 、

発 行権 は 著作 隣接 権 と し て 図書 出版者 の 権

利
29

と の 対 応 関 係 を も つ 。 し か し 、出版 権

は 、著作 隣接 権 と の 関連 を有 し な い が 、制

作者 の 権利 の 性質 を も っ て い よ う． こ の 関

係 は 、 大 韓 民 国著 作権 法 も同様 で あ る
3e
。

　 著 作 権 の 保 護 に 著 作 物 の 有 形 的 な 媒 体

（tangible　media ） へ の 固定 （fixation） を

要 件 と し な い 法理 を とれ ば、著作 物 お よび

著 作物 を伝 達 （送 信 ）す る 行 為 （給付 ） と

は 、 分離 し て 保 護 対象 に な る 。

　 し た が っ て 、学 習 コ ン テ ン ツ の 流通 ・利

用 に お い て 、著作 権 の 支 分権 と し て の 出版

権 ・公 衆送信 権 と著作 隣 接権 とは 対 応 関係

が 想 定 され る 。 こ こ で 、少 な く と も、学 習
コ ン テ ン ツ と情報 シ ス テ ム とが一

体化 す る

e −Learniug 環 境 に お い て 、出版 と 自動 公 衆

送 信 は 出版者 の 権利 お よ び 自動公 衆送 信 権

者 の 権 利
31

と の 対 応 が 想 起 し うる。 こ の と

き 、版 面権 と出版 者 の 権利か ら 出版者 に 著

作 隣接 権者 の 性 質
32

が 犠 牲 され る な らば、

出版 権 に は さ ら に 著作 権 の 利用 権 制 度 を も

有 す る も の と い え よ う。 こ こ で 、わ が 国 の

出版権 に は 、著 作権 の 支分 権 の 複製権 の 狭

義 の 性 質 、制 作 者 の 権利 の 性 質 、利 用 権制

度の 性 質 と い う三 様 が犠牲 し うる。

2B
日 本 薯 作 権 法 79 条 〜88 条。

29
中華人 民 共和 国 著 作 権 法 29 条 〜35 条。

1 °

大 韓 民 国 著 作 権 法 54 条〜60 条。
3
噛 動 公 衆 送信事 業者 の 権利 は 、放 送 と通 信 の 融

合 の 課 題 で あ る ネ ッ ト放送 が 有線放 送 に 含 ま れ る

か 否 か を 閼 わ ず、明 確 に され る べ き 対 象 に あ る c

ま た 、自 動 公 衆送信 事業者 の 権利 は 、放 送 機関 の

保 護 に 関す る WIPO 条 約 案 2 条 、3 条 で 検討 さ れ

る ウ ェ ブ カ ス テ ィ ン グ の 保護 の 当 動 向 と 関 連 す る 。
コ2

出 版者 の 権 利 は 、版 面 権 と の 関連 で 久 し く検 討
課 題 の 状 態 の ま ま に あ る （文 化 庁、　『著 作 権審 議

会 第 8 小 委 員 会 （出 版 者 の 保護 関係） 中 間 報 告

書』　（正988 年 IO 月 〉。文 化庁、　 k“ 著作権審 議 会

第 8 小 委 員 会 （出 版者 の 保 護 開 係 ） 報 告 書』

（1990 年 6 月 ） 、，文 化 審 議 会着
：

作権 分 科 会 、
『文 化 審 議 会 著作権分科会報告書」 3 頁 （2004

年 1 月 ） ） t、1

5． 日本 ・中華 人 民 共 和 国 ・大 韓民 国 に

　お け る権 利管理 の 相 互 の 関係

　 著 作権 法 の と ら え方 は 、学 習 コ ン テ ン ツ

の 著作者 の 保 護 か ら見 る の か 、著作物 （複

製物 ） と し て 見 る の か で 異 な る 。そ れ らが 、

author
’

s　right ア プ ロ
ー

チ お よび copyright

ア プ ロ
ー

チ と よ ば れ る も の で あ り、著 作物

（複 製物 ） の 伝 達 の と ら え 方 が 異 な り 、 人

格的権利 （moral 　right ） の と ら え方 の 差 異

（図 3 参 照） に な る。

copy 噸 馘tアヅロー予

’
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図 3　copyright ア プ ロ ーチ と author
’
sright

　　ア プ ロ
ー

チ に お け る権利 の 相 互 関係

　 こ こ に 、学習 コ ン テ ン ツ の 権利 の 関係 に

お い て は 、人格 的権利 が 考 慮 され な けれ ば

な らな い
， そ し て 、 著 作者 の 人 格 的権利 と

著 作者 の 経 済的権 利 と の 関係 は 、
一

元論 を

と る の か 二 元 論 を と る の か で そ れ らの 緊密

度 が 異 な っ て くる 。

　 author
’
s　 right ア プ ロ ー

チ お よ び

copyright ア プ ロ ー
チ と い う大 陸 法 系 と英

米 法 系 に お け る 著 作 権 （copyright ） の 構

図 は 、東 ア ジ ア に お け る 口本 ・中華人 民 共

和 国 ・大韓民 国 の 法制度 に 変形 した 著 作 権

（cepyright ） の 構 図 と して 投 影 さ れ る 。

こ の 関 係 は 、 author
’
s　right ア プ ロ

ー
チ と

copyright ア プ ロ
・一

チ と い う法 理 の 相 互 関
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係 を表 し て い る 。

　 こ の 日本 ・中華人 民 共和 国 ・大韓 民 国 の

著作 権 制度 に お け る 人格 的 権利 と経済的権

利 との 関係 は 、
一

方 で 国際 的 な著 作権 制度

の 関係
33

に 延 長 で き 、他 方 で わ が 国 の 著 作

権 に 関 わ る法 制 度 の 構 図
34

に 反 射 し て い る 。

　 ま た 、学習 コ ン テ ン ツ の ネ ッ ト公 開 の 障

害 と して の 肖像 権 は 人 格 的権利 で あ り、学

習 コ ン テ ン ツ の ネ ッ ト公 開 を促 進 す る た め

の 権 利 管 理 に は 入 格的 権利 と経 済的権 利 と

の 相 互 関係 を 考慮 しな け れ ば な ら な い 。学

習 コ ン テ ン ツ の ネ ッ ト公 開は 、著作 権 の 保

護 と 著 作 権 の 制 限 の 中 で 、著 作 者 人 格 権

（入格 的権 利 ） と著 作権 （経済 的権 利 ） の

相 互 の 関係 か ら、権利 の 関係 の 明 確 化 が必

要 で あ ろ う。国 際的 な著 作 権制 度 は 、著 作

権制 度 内 に 著作者 の 権 利 と し て 人 格 的権利

と経 済 的権利 が 内包 され
一・fi論 と 二 元 論 と

の 解釈 を異 に す る 関係 と 、著 作権 制度 内 に

経 済 的 権利 を著 作権 制度 外 に 入格 的権利 を

お く相 互 の 関係 を もつ 相 互 の 関係 か ら理 解

す べ きで あ る ．

6 ． おわ りに

　本 稿 は 、 e −Learnlng 環 境 と著作 権 制度 と

の 関係 か ら学習 コ ン テ ン ツ の ネ ッ ト公 開 に

お け る権利 の 関係 に 着 目す る。 こ こ で 、 日

本 ・中 華 人 民 其 和 国 ・大 韓 民 国 の 各 国 の 著
：

作権 制 度 との 合 理性 か ら検討 す る とき、大

学 と 大学 教員 お よび 制作 者 と の 相 互 の 関係

か ら、人格 的権 利 と経済 的権 利 と の 相 互 の

関係 に配 慮 す る必 要 が あ る e な ぜ な らば 、

そ れ は 、学習 コ ン テ ン ツ が創 造 され 、保 護

33
目本 と 大韓民国 の 箸作権制度 は author

’
sright

ア プ ロ ーチ と い え る が 、中華 人 民 共 和 国 の 著作権

制度 は author
’
sright ア ブ m 一チ と copyright ア

プ ロ ーチ と の 両 者 を 兼 ね 備 え て い る 。
34

著 作権 に 関 わ る 法 制 度 の 構 図 と は 、パ ン デ ク テ

ン 体 系 の も と 物 権 、債 権 の 法 理 を と る 著 作 権 法 、
信 託 の 法 理 に よ る 著作 権等管 理 事業法、制作者保

護 の 観 点 に 立 っ コ ン テ ン ツ 促 進 法 （コ ン テ ン ツ の

創造 、保護及 び 活 用 の 促 進 に 関す る 法 律 ） の 三 つ

の 関 係 に な る。

さ れ 、活 用 され る 情報 環 境 に お い て 、責任

の 所在 が 明確 に な る か ら で あ る 。

　学習 コ ン テ ン ツ の ネ ッ ト公 表 に お け る大

学 と大 学教 員お よ び 制 作者 と の 相 互 の 権利

の 関係 は 、 中華人 民 共 和 国 、大 韓民 国 、わ

が 国の 順 に 各 国 の 著作 権制 度 で 合理 的 な 説

明 が 困 難 に な っ て い る 。 た だ し 、 e −

Learning 環 境 にお い て は 、各 国 が 閉 じた

著 作 権 制 度 で 学習 コ ン テ ン ツ の 創 作 ・保

護 ・活 用 が 可 能 で は な い 。 した が っ て 、中

華 人 民 共 融 国著 作権 法 で 合理 的 な説 明 が な

し え た と し て も、そ れ が 東 ア ジ ア の 各 国 間

で 有効 とは い え な い 。

　 と こ ろ で 、大学 と大 学教員 お よ び 制 作者

と の 相 互 の 関係 か ら、学習 コ ン テ ン ツ の 権

利 の 関係 を と ら え た と き、視聴覚著 作物 で

あ る 映 画 の 著作物 の よ うに 学習 コ ン テ ン ツ

全 体 の 中で 部 分 的 な 素材等 と の 対 応 関係 が

各著 作者 等 の 聞 で 特 定 され て 権利 の
一

元 化

が な され る か 、法 人 と し て の 大 学等 が 著作

者 とな る パ タ ー
ン が 考慮 され て も よ い 。

　 東 ア ジ ア にお い て は 著作権法 界 に あ る 二

っ の 法 理 （わ が 国 は author
’

s　right ア プ ロ

ーチ 、中華人 民 共 和 国は author
’
s　right ア

プ ロ
ー

チ と copyright ア プ ロ
ー

チ の 折衷 、

大 韓民 国 は author
’

s　right ア ブ u 一
チ ） が

漢 字表記 に 関 し て は 三 様 に な る。 こ こ で 、

東 ア ジ ア に お け る e −Leaming 環 境 と著 作

権制 度 の 調 和 は 、学習 コ ン テ ン ツ の 大学 と

大 学教 員 お よ び 制作者 と の 間 の 権利 の 帰属

の 関 係 に 関 し て 合 理 的な 説明 が 困難 なわが

国 の 状 況 に 対 し て 、著作権 の 譲 渡 と著作 権

　（著 作物 ） の 利 用権 と の 法改正 を含 む 制 度

設 計 に 求 め られ よ う。
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